
  

　
１
月
２１
日（
日
）
に
、
市
立
酒
田
病
院

と
県
立
日
本
海
病
院
の
統
合
再
編
に
関

す
る
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
病
院

統
合
問
題
と
私
た
ち
の
医
療
』
が
、
酒

田
地
区
医
師
会
の
主
催
（
県
、
市
が
共

催
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

３
５
０
人
の
市
民
が
集
ま
り
、
パ
ネ
リ

ス
ト
お
よ
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
よ
る

統
合
問
題
と
地
域
医
療
に
関
す
る
発
言

や
意
見
交
換
な
ど
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
主
な
発
言
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

●
酒
田
に
は
２
つ
の
基
幹
病
院
が
あ
り
、

非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
医
療
を
と

り
ま
く
環
境
が
変
化
し
、
２
病
院
が
共

倒
れ
す
る
恐
れ
が
あ
る
。 

●
こ
の
地
域
で
完
結
し
た
医
療
を
提
供

す
る
た
め
、
医
師
の
集
約
化
は
重
要
。 

●
国
で
は
、
病
院
改
築
は
、
地
域
の
医

療
提
供
体
制
の
合
理
的
な
再
編
計
画
が

な
け
れ
ば
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ 

た
。
そ
の
後
、
外
部
委
員
会
を
設
け
て

協
議
し
た
結
果
、
統
合
し
た
方
が
良
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

●
互
い
に
良
い
も
の
を
持
ち
寄
り
、
今

よ
り
も
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
意

志
で
頑
張
り
た
い
。 

●
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
公
的
責
任

を
担
っ
て
い
る
立
場
か
ら
す
る
と
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
で
病
院
長
に

さ
ら
に
経
営
権
限
、
責
任
を
持
た
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
で
き
る
こ
と
か
ら
連
携
を 

　
各
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
小
山
田

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
会
長
か
ら
、 

●
統
合
再
編
に
よ
り
医
師
の
配
置
を
も

っ
と
効
率
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
統
合
以
外
に
良
い
医
療
を
提
供

す
る
体
制
を
組
む
手
法
は
な
い
。
医
療

の
質
が
高
く
、
研
修
医
が
望
ん
で
来
る

よ
う
な
良
い
病
院
に
再
構
築
し
て
ほ
し
い
。 

●
う
ま
く
統
合
を
進
め
て
い
く
に
は
首

長
、
議
会
、
地
域
住
民
の
合
意
が
必
要
。 

●
協
議
が
長
引
い
て
医
師
が
去
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、明
日
か
ら
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。 

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
２
月
上
旬
に
整
備
基
本
構
想
案
を
提
示 

　
佐
藤
北
庄
内
医
療
整
備
推
進
室
長
か

ら
は
、
今
後
、
「
２
月
上
旬
の
運
営
委

員
会
で
新
病
院
の
診
療
科
目
、
病
床
数
、

施
設
整
備
計
画
、
経
営
形
態
等
を
盛
り

込
ん
だ
『
整
備
基
本
構
想
』
案
を
作
成
し
、

そ
の
後
に
住
民
の
皆
さ
ん
、
各
議
会
に

説
明
し
て
い
き
た
い
」
と
、
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
市
民
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ

た
質
問
を
紹
介
し
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が

回
答
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
下
記

の
と
お
り
で
す
。 

　
病
院
統
合
再
編
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

本
紙
等
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ： 病院が開業医の養成所になっていないか。そのために経営難になっているのではないか。 
Ａ： 病院の医師は過重労働のため開業するというのが現状である。また、開業医と病院は役割分担し連携して地域医

療を担っている。開業医が多いために公立病院が経営難になっているということはない。 

Ｑ： 病院の不採算部門は、統合によって県財政から切り離されるのではないのか、医療に関する考え方はどのようになっ
ているのか。 

Ａ： 県政の大きな柱の一つが「安全・安心」。医療もその一つである。どのような経営形態になっても不採算医療などに
ついては、一般会計部門からの繰出しは行うことになる。今後もそういった支援をしながら、責任を持っていく。 

Ｑ： 市のシンボルである酒田病院がなくなるのは不満である。 
Ａ： 新しい病院に酒田市の関与がなくなるということはなく、別の形で関与は深くなる。新しい市立病院ができるのだとい
うことでご理解願いたい。 
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